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測定方法：ASTM D4172  ）raew　験試球四ルェシ（ 

測定結果　摩耗痕　直径（mm）

測定日：2012年5 月22 日

オイル単体（5W30SN）
摩擦痕 摩擦痕

オイル+LUBE-X5％

LUBE-X はエンジン内部の摩擦と摩耗を大幅に減少させ、メタル部を強力に保護します。
LUBE-X 添加オイルは無添加のオイルと比べ、２倍以上耐摩擦摩耗性能が向上します。

*LUBE- X添加オイルの試験球は僅かに摩耗痕が残るだけです。摩擦摩耗を大幅に減少させています。

U L T IM A T E  W E A R   P R O T E C T IO N

エンジンで高負荷がかかる主な摺動部

ロッカーアーム

バルブスプリング

ピストン

コンロッド

クランクピンクランクピン

メインジャーナルメインジャーナル

バランスウエイト
クランクシャフト

タイミングチェーンタイミングチェーン

ピストンピンピストンピン

カムシャフト カム

エンジンは多数の金属部品で構成されており、摩擦摩耗部位も数多くありますが、高負荷がかかる摺動部を大別すると
以下となります。

1、動弁系（混合気の吸排気システムに関わる機関）
　　①カムとロッカーアームの接触面、ロッカーアーム支点　②バルブスプリング　③タイミングチェーン
　　摩擦摩耗が進行すると、カムシャフトの回転ロスや高回転でのカムの追従性が低下することがあります。これにより、
　　エンジンのパワーロスに繋がり、またカムの打音やタイミングチェーンからの摩擦音が増幅します。

２、ピストン系（混合気を圧縮爆発→往復運動）
　　①ピストンとシリンダー内壁　②ピストンピン
　　燃焼室に近く高回転で往復運動している箇所で、高温に晒されているため油膜が形成され難い部位になります。
　　ピストンリングやシリンダーが僅かに摩耗しても、オイル上がりや圧縮比の低下を招くことがあります。

３、クランク系（ピストンの往復運動をコンロッドを介して回転運動に変える機関）
　　①コンロッドの大端部と連結するクランクピン　②メインジャーナル　③コンロッドベアリング
　　クランクシャフトの回転は、分／何千回転という高回転を繰り返しています。また、高回転しているクランク
　　シャフトを支えているメインジャーナル、コンロッド大端部と連結するクランクピン、コンロッドベアリングには
　　非常に高い負荷が掛かっています。それぞれオイルを介した軸受けで焼付けを防いでいますが、摩擦が進行して
　　偏摩耗に繋がることもあります。
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オイル単体（5W30SN） オイル+LUBE-X5％


